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１ 令和７年度大規模地震時医療活動訓練の全体概要

１ 目的
日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震を想定し、「日本海溝・千島海溝周辺型地震における具体的な応急

対策活動に関する計画（令和５年５月23日中央防災会議幹事会決定）に基づき、国、地方公共団体等が連
携して、大規模地震時防災関係機関相互の協力の円滑化を図る。

２ 実施日
令和７年９月５日（金）～６日（土）

３ 訓練想定
令和７年９月５日（金）11時に、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震が発生し、北海道、青森県、

岩手県及び宮城県に甚大な被害が発生

４ 参加機関
内閣府、厚生労働省（DMAT事務局・DPAT事務局含む）、国土交通省、防衛省、消防庁、北海道、

青森県、岩手県、宮城県、その他関係機関等

５ 主な訓練項目
・地域医療活動訓練（本部運営、地域医療搬送、参集拠点設置等）
・DMAT、DPAT等の参集、活動訓練
・広域医療搬送訓練
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２ 令和７年度大規模地震時医療活動訓練 DPAT訓練概要

１ 北海道の状況設定
・９月５日（金）午前11時、日本海溝沿いで巨大地震が発生し、函館市で最大震度６弱の地震を観測。
・松前町から根室市では５ｍ以上の津波があり、沿岸部の地区を中心に被害が発生。
・主力発電所の被災より、道南（日本海側除く）から日高方面で広域に停電が発生。
・道は直ちに災害対策本部を設置し、国や関係機関と連携し、被害状況を把握するとともに救援活動開始。
・地震発生後、DPAT調整本部を設置し、精神科病院の被害について情報収集等を開始。

２ 参加者
コントローラー：DPATインストラクター７名、DPATプレインストラクター９名
プレイヤー ：北海道DPAT６チーム、他県DPAT13チーム

３ 主な訓練内容
（１）調整本部訓練
・DPAT調整本部、DPAT活動拠点本部（西胆振圏域）の立ち上げ
・活動方針の決定、調整本部運営

（２）活動拠点本部訓練
・DPAT活動拠点本部（西胆振圏域）の立ち上げ
・活動拠点本部運営

（３）病院支援・搬出訓練
・患者搬送（西胆振・道南圏域）（机上訓練）
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